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1.は じ め に

1)調 査 の 目 的

 1988年2.月 か ら3月 までの約1カ 月間,ザ イール ・カサイ州ムエカゾーンに居住 す

る,ク バ族 のラフ ィア布 についての染織調査を行 なった。ヒ の調査の目的は,西 ア フ

リカか ら中央 アフ リカに分布 す る,垂 直機 によ るラフ ィァの製織技術 を明 らかに しよ

うとするもので,す でに1986年12月 か ら翌年3月 にか けて,カ メル0ン やザ イールの

幾つかの集落で も調査を行な っている。

 ラ フィア とはマダガスカル原産 のヤシ科の植物で,中 央アフ リカか らギニア湾沿岸

の熱帯雨林地帯,あ るいはギニア ・サバ ンナの河川沿 いや湿 地,沼 地 に生育する。 こ

の広範囲に分布 す るラフ ィア ヤシには,Rψ 物 痂 鉾γα, Rψ 勧 πがαな ど6種 類以上

があ る。そ して,こ の植 物の利用 も多 く,葉 か らロープや漁労用の網や ワナなど,果

肉は魚を捕獲 するための毒薬に有効であ り,樹 液か らもヤ シ酒がつ くられる。また,

ヤ シの主脈(軸)は 建材や家具 に用い られ る。本調査のテーマ とな るラフィア製織 も

また,こ のヤ シの葉 から得 る繊維を素材 とす るものであ る。

今 日,西 アフ リカで手織 りに使用 される主な繊維 は木綿1)で あ るが,こ れ らの地域

*大 阪芸術大学芸術学部

1)11世 紀の古ガーナ王国の綿について,ア ルバクリ(Al-Bakri)の 記録が残されている。また ,
14世紀 に古マ リを訪れた イブンーバットゥータ(lbn BalX偀a)の 旅行記にも,西 アフリカの王

様や,北 アフリカ文化の影響を受けたイスラム教徒の間では,木 綿の衣料を使用 していたらし

いことが,記 述される[川 田 1979]。
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地図1 アフリカの植物帯とラフィア織地域

に木綿が移入 される以前の繊維素材の一つ と して,ラ フィア繊維 が利用 されていた と

考え られ る。 これ は,木 綿を織 る一般的 な水平機 とラフィァ繊維 を織 る垂直機の起源

や構造か ら考察 され るもので,ラ フィワ 繊維に よる織技術が,こ の地域における古 い

文化層 として みる ことがで きるのである。 また,そ の技術分布 も広 く,シ エ ラレオネ

(Sierra Leone),リ ベ リア(Liberia)か らギニア湾の海岸線に沿 って,ナ イジェ リア

(Nigeria>,カ メル ー ン(Cameroon)な ど,そ して,中 央 アフ リカのザ イール(Zaire)

ま で の諸 国,さ らには マダガス カル(Madagascar)で,現 在 で もラフィケ か ら織 物

や様 々な編 物が作 られてい る(地 図1)。

 しか し,古 い染織資料は現存せ ず,僅 かにベニン(Benin)で13世 紀 頃の遺跡か ら

ラフィア繊維 とおぼ しき出土品があ った[CONNAH l975]と,報 告 されるのみであ

る。そ して,ヨ ー ロッパ人の初 期の報告に"草"に よ る衣 類や 織物と して言 及された

ものが,ラ フィ『ア繊維であるとされ る[PlcToN 1979]。 だ が,17世 紀 初めの コンゴ

(Congo)王 国 やア ンゴ ラ(Angola)か ら,ラ フ ィア布が ポル トガルに もた らされ たり

[CAvAzzl l687],同 様 にガ ボン(Gabon)や ベ ニ ンからも16,18世 紀 に運 ばれた も

のが現存す る[RYDER l969]。 そ の後,19～20世 紀 の資料について は,ヨ ー ロッパ

各地の多 くの博物館 に収集され,ま た,近 年,調 査研究がすすみ[LAMB l980,1981,

1984],次 第 に,そ の製作 の様子が明 らかにな りつつあ る。

 調 査地 とな ったザ イールでは,15世 紀 頃か らポル トガル人 が現われ,す で に触れた
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コンゴ王 国との交易がは じま り,こ の初期 の航海誌 にヤシの葉で作 った腰布 と,ラ フ

ィア布 についての報告がある。その後,1885年 か らの ベルギー王 レオ ポル ドの私的植

民地 を経 て,1908年 に ベル ギーの植民地 と して支配 される ようにな った,そ の前 後か

ら,本 格 的な民族学研究調査がさかんにな り,E.ト ル ディの``Notes 6彦加097ψ 物 膨∫

sur les PeuQles commun駑entψ ρ6傭Bakuba, ainsi que sur les peuplades吻 α76伽;

Les Bushongo"[ToRDAY 1910]の 報告 に よって,ラ フ ィア布の 製作 が 明 らかにな

った。以後,ク バ(Kuba)族 を は じめ とす る,ザ イール国内の他の部族の ラフ ィァ布

について も,幾 つもの研究報告2)が なされた。 その結果,ア フ リカの伝統的染織品の

代表的な布 と して,ザ イールの ラフ ィア布,と くにクバ族の織布 が知 られた存在 とな

った。

 このよ うな資料か らザ イールや他の国々における,ラ フィァ布の製作の様子を窺 う

ことがで きるb例 えば,カ メル ーンなどの西 アフ リカの織機 が矩形の垂直機であ るこ

と,ザ イールや ガボンの織機 は,上 ・下梁棒 に経糸を張 る原始 的垂直機であ ること,

等 々。 しか しなが ら,こ れ らの研究の多 くは民族社会学の立場か ら観察 され たもので

あるか,あ るい は近年 のJ.コ ル ネ氏の業績 である``Art R妙oz Kuba"[cORNET

1982]の よ うに,文 様 ・衣装 とい った芸術 の領域か ら捉えた ものが多い。そのた め,

ラフ ィア 布の製作技術については,概 要的な報告 が多 く,十 分な検討 をな してい ると

は言 いが たい。 また,具 体 的な作業について記述 されず,織 技 術などに差異がないか

のよ うな印象 を与え られ る。 さ らに,す でに報告 され た資料か ら,技 術 を通 じての民

族 学的な比較研究 がすすめ られてい る様子 もみ うけ られない。

 ま た,こ れ までの染織学における手織機 の研究 は,単 に,織 機 の構造や操作が取 り

上 げ られ,垂 直機 の 「経糸」,つ ま り,素 材 となる繊維 にはあま り留意 されてい なか

ったよ うに思わ れ る。 これは,現 存 す る伝統 的手織布の ほとんどの経糸 が,長 繊維

(草 ・樹皮)や 短繊維(木 綿 など)と,そ の採 線方法が異な るものの,い ずれ もが撚

りをかけた 「糸」を使用 していることが,そ の0因 となっているのか もしれ ない。 し

か し,ラ フ ィア布を観察すると,そ の経糸 に 「撚 り」 が な く,線 状 の ラフ ィア繊維を

見 る3》。 とすれば,撚 糸技術 が発達す る以 前の,線 状繊維に よる製織 が現在で も続 い

てアフ リカに伝 えられてい ることになる。

 このよ うな繊維や織技術の相違を比較す ることは,こ の地域 の染織技術 の発達状況

を知る手掛か りとな る要素 と考え られ る。

2)j1.OIR 1935]な ど。

3)た だ,[ncToN&MAcK 1979337]に は,マ ダ ガ ス カ ルで の み,ラ フ ィア繊 維 に 撚 りを か

け る と記 述 され る。
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 そ こで調査は,先 ず,各 地で行なわ れてい る,ラ フ ィア染織技術を明 らか に し,次

に,こ の技術 《特に垂直機 の操作 》の比較をすすめ,西 アフ リカか ら中央ア フ リカに

広が る垂直機 の技術体系や関連性 の考察を行ないたいと計画す るものであ る。そのた

め,調 査 は,ラ フィア染織の基礎研究となるべ きものと して,現 地のカメル ー ンやザ

イールにおいて,で きるだ けの多 くの資料 ・情報採集す ることに した。

 本 稿で は,こ れ らの調査資料の うちか ら,ザ イール ・クバ族の ブシ ョング(Busho-

ong)グ ル ープか ら入手 した,染 織技術を報告 することに したい。

2) 調査地 とその対象

 幾 つ もの河川が縦横に は しるザ イールの国土にあって,か つて コンゴ河 とよばれた

大河ザ イールにそそぎ込む,カ サイ(Kasai)河 とサ ンクル(Sankuru)河 の 出合 う三

角地 帯 ・カサイ州 ムエカ(Mweka)ゾ ー ンは,こ の森 林地帯 において,広 が った草 原

の様相 を呈す る地方であ る。 この ムエカゾー ンに居住 す るクバ族 は,ラ フィア布によ

る豪華 な伝統的な民族衣装を創 り出す ことで 知 られ,他 の周辺の 部族 か らバ ンバ ラ

(Bambala),つ ま り布(Mbal)を(纒 う)人 々を意味す る名称で呼ばれている。 この ク

バ族 の存在を始 めて記 述 したのが,1600年 初 頭のイギ リス人の航海士Andrew Battell

で あ る。 その後,1908年 に この地を訪れた トルデ ィ[ToRDAY 1925a]に よ って,彼

地図2調 査 地
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らの歴史 が記録 されてい る。

 伝 承によると,こ の地方 にクバ族が居 住するよ うにな ったのは古 く,14世 紀 頃 にサ

ンクル河 を越 えた北方の ウバ ンギ(Ubangi)河 と シャ リ(Chari)河 の 流域 か ら,建 国

の王 ウオ ト(Woot)に ひ きい られて現在の地に移住 して きた とい う。そ して,17世 紀

の初 めに 中興 の祖 シャンバ ・ボロンゴンゴ(Shamba Bolongongo)王 に よ って王国が

再編制 された と伝え られ る。また,こ の シャンバ ・ボロ ンゴンゴがカサイ河を越 えて

東方 に巡行 した際 に,ペ ンデ(Pende)族 の 行な って いた ラフ ィア染織の技術を持 ち帰

った,と 伝え られている。

 この クバ王国は,現 在,政 府か ら伝統 的な 統治権 が認 め られ,シ ャンバ ・ボ ロン

ゴンゴか ら数えて 第22代 目Kweet a・Mbwook a・Shyaang a-M-baot王(Kwete

Mbokashanga I I 1941年 生)に よ って 治め られ,王(Nyim)の 率 い る ブシ ョング

(Bushoong)グ ル ープの他に,17の グル ープか らな る伝統 的首長 が,王 国を形成 し続

けてい る0調 査 はこの王都 ムシェンゲ(Mushenge)を 中心 に行 った。

 ム シェンゲ村 は」 ここに居住す るブシ ョンググル ープや,他 の クバ族 のグル0プ が

集ま り,村 はさなが ら平城京の ように,宮 殿(Dwengy)か らのび る大 路を左右に して,

各 戸の区角(Laan)が 並 んで いる。村人の生活 は農業を主 と して営な まれ,と きお り

狩猟 も行な ってい る。 また,そ の余暇 があれば,木 彫,仮 面,籠 などの工芸 品づ くり

に精 をだす。 ことに儀礼用衣装や装 飾品は,死 者 の再生を信念 とす る彼 らの中にあ っ

て 「生涯の終 りに近づ く頃には葬 られる時に着けて恥 か しく,ない,立 派な衣裳の一式

を完成 しな ければ」[渡 辺 1985]と,そ の製作にあけ くれるといって も過言で はな

い。事 実,村 内のいた るところで,垂 直機で ラフィア布 を織る男た ちや,大 小 さま ざ

まな布 を仕立て る老若 男女の姿を見るこ とがで きる。

 調 査は,宮 殿 に隣接 したタタム区角(Laan・Tatam)に 住 む織職人の マ ンチ ュマ ・

クム ・ウオ ト(Mantshuma Kum Woot,70歳?)の 仕 事を主に観察 した。彼はバ ン

ギ ェン(Bangyeen)グ ル ープの ブ ァレ(Bualel)村 の 出身で,同 じラフイア職人 であ

った父親が亡 くな った後,母 方の叔父の もとで,そ の伝統的技術を習得 した。現 在は

妻の出身地の ムシェンゲ で く ら して い る。 また,妻 の ペレンゲ ・クエテ(Pelenge

Kwete年 齢 不明/Bushoong)は,ラ フィァ布の刺繍作業を行な う。 この作業 場 とな

る一角に も,多 くの ラフィア工芸職 人がいる。

 この作業場で,ム シェンゲ におけるラフィア衣装の製作 に関す る,繊 維 採 り,製 織,

仕 立て などの作業を順次 記録 した。また,補 足 的調査 と して同村 のバヴェル(Bve1)区

角 のバ ンチ ィ ・ボペ(Bantshi Bope 40歳/Bangongo)の 作 業の調査 も行 なった。 彼
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は経糸の開口操作によって布に文様を織りだす一 紋織(shiing)を,つ くることを得

意とする。また,同 村でラフィァ布製作に従事するものたちにも,順 次,聞 き取り調

査を広げ,資 料の入手につとめた。尚,他 のクバ族 グループである,サ ンクル河沿い

に居住するショウワ(Bashoowa)グ ループの村 々を移動調査 した。

 調査の聞き取 りの際には英語で行なったが,仏 語による補足や確認に,国 立音学大

学 ・助教授渡辺公三氏の御協力を得た。

2. ムシ ェンゲ に お け る ラ フ ィア布 の製 作

1) ラフ ィア糸の準 備

  a.採 取

 ム シェンゲ村 の ラフィアヤ シ(La/Ma-bwoon)は,畑 または 野で出芽 した もの を

苗木(Baan Mabwoon)と して,ラ フィア林(Kel Mabwoon)や 屋 敷内で生 育させ

る。 葉 は羽状複葉で,葉 身(La-piok1Piok)は 針 形を している。 この葉 の薪芽,つ ま

り幼葉 か らラフ ィア繊維 を得 る。1,2年 で

葉 身が約60セ ンチの長 さに育つよ うにな る

と,こ れを刺繍 用に使用 し始 め,3,4年

目以降の 成育 したヤ シの葉身 は 約1.5メ ー

トルで,こ れを製織 に使用す る。 さらに,

6,7年 過 ぎ る と,ヤ シ酒(Maan ma

・ラフィア糸の準備

a・ 採   取

b・ 葉 の 選 別

c・ 繊 維 採 り

・製 織 ↓
a・ 経 糸 の 準 備

b・ 機枠部への取り付け

c・ 製 織 作 業

・布 の 仕 立 て
↓

a・ 縫 糸 の 準 備

b・ 砧 打 ち

c・ 刺繍および縫合

表1 ラフィア織布の製作行程 図1 ラフィアヤシ
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Mabwoon)を 採 取す る。その後,ヤ シが枯れるとまた新 しい苗木を育てて い く(図1)。

 織職 人た ちの作業 は,先 ず,こ のラフ ィア繊維を得 ることか ら始ま る。彼 らは,製

織す るのに必要 な量を ラフィア林 に採 りに行 く。なかには ラフ ィア林 を所有 しない織

職人 もい る。 この場合 は,0抱 えの葉身(80～100本)を1束 と し,そ の葉身の品質

で価格 は異 なるものの,5～10zaires(I zaire一 約¥1.8,1988年)を 単位に して購入

す る。

 採 取は,成 育 したヤ シの新芽 を選んで行 なわれ るが,そ の葉身 は葉柄 を芯に して折

り重な って閉 じ,ま るで槍 の ように尖 った状態で 出芽す る。 この新芽が直径約6,7

セ ンチ ・長 さ2～3メ ー トルの 頃にな ると,そ の重 なった幼葉の下の方か ら,先 ず,

数 枚の葉身を取 り外 し,こ れを葉柄か ら引 き剥がす(aat Piok)。 重 な っていた幼葉身

は,ま だ,陽 に当っていないため,全 体が淡い ライ トグ リー ンの柔 らかな色合いを し

てい る。順 次,葉 柄の下部分 か ら上部へ と,幼 葉身 を採取 する。

 そ して,十 数本のヤ シか ら必要量の幼葉身を得 ると,こ れを作業場に持 ち帰 る。

  b.葉 の 選 別

 採取した葉(以 後,繁 雑をさけるたあ,葉 身を 「葉」とする)か らラフィア繊 維

(Piok)を 採る作業となる。この時,採 取した葉の量が多い場合は,小1時 間の作業量

の葉を取り分け,残 りを木陰の下にバナナの葉などで包んで置き,葉 から水分が抜け

るのを防ぐ。

 新芽の葉は,閉 じて二つに折れ,さ らに他の葉に重なり付着 した状態で出芽する。

そのため作業は,葉 を1枚 ずつに離すことから始める。

 先ず,葉 柄に接 していた部分を左手に持ち,葉 先を前に出す。そして,右 手で葉1

枚を剥が し,そ の手を魚釣の竿を操るようにして振ると,変 形のZ字 のように重なっ

ていた葉が,次 第に葉柄部から葉先へと外れる。順次,葉 を1枚 ごとに整え る。

 次に,こ の1枚 ごとにした葉を束ね,葉 柄部を下にして抱かえ,地 面を叩 くように

して揃える。そして,そ の葉先の部分を掴み,力 強く手前に振る。すると,葉 先を掴

まれていなかった短い葉が地面に落ち,手 に残った葉を束ねて置 く。落ちた葉を集め,

これを繰 り返 し,葉 を長さ別の三つのグループに分ける(ashang'l Piok)。

 最も長い丈の葉は経糸用,次 に緯糸用,刺 繍用とする。

  c・ 繊 維 取 り

 長 さ別 に分 けた葉 を職人 の脇 に置 き,こ の1枚 を取 り出 し,こ の葉先を手前に して

持つ。 そ して,二 つ折れにな って閉 じた葉の葉先 部分を広 げる(anam'1 Piok)。 そ し
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      リロらロロら ロ   ム  ム るも         へ

図2 ラフィアの幼葉身より,繊 維を採る作業

て,葉 先約10セ ンチの ところを,左 中指 と人差 し指の間に挾 む。 この時,葉 表が上に

なるように して,葉 先を折 り曲げ,親 指で止め る(tieng'1)。 次 に,こ の折 り曲げた部

分 にナイ フ(Mbaam)を 当 て,葉 の表面を削 りそ ぐよ うに して切る(shik'l Piok)と,

写真駕
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ラフィァ繊維を表皮から剥がす作業

葉 表部分(Ndiem)と 葉 裏面 の皮膜に

分 かれ る。 この葉 表部分を右手で持 ち,

さ らに皮膜 と葉 表部分を割 くよ うに し

て,3,40セ ンチ の 皮 膜 を 引 き出 す

(ashom'1 Piok)(図2)。

 次 に,こ の葉先 を足の親指 に絡 め,

葉 柄の部分を引 くよ うに して,右 脇に

置 く。 そ して,次 々と,新 しい葉か ら

皮膜を採 り出す作業を繰 り返 す。通常,

足 の親指に絡めた葉先が適量になると,

重 ねて 置いた 葉柄部分を束ねて持 ち,

これを強 く引 く。 すると,足 で支えて

いる繊維(以 後,皮 膜を こう呼ぶ)と,

葉 表部分 とが剥がれて い く(写 真1)。

 幅4,5セ ンチの テープ状に 採 り出

された繊維 の束 は,足 か ら外 し,葉 先
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図3 ラフィア繊維を乾燥させる作業

を整 え 多。その 中の1本 の繊維 を取 り出 し・ これで葉先を束ねて括 る(ibush i Piok)。

そ して,こ れを た ぐるよ うに して たたみ込む(akaan Piok)と,こ れを丸めて括 り,

陽 の当 る所で乾燥 させ る(abok Piok'aMuany)。 これは,繊 維に含まれている水分

を急に乾燥 させ ると,テ ープ状 の繊維 が丸 くな って しま うことを防 ぐため と思われ る。

そのため,水 分のな くなる僅が の時間で繊 維をほど き,こ れを広げて干 す(tshik piok'

aMuany)(図3)。 また この乾燥の際に,何 度 も,広 げてある繊維の束 を動か す。

繊維が乾燥すると,こ れを輪状に束 ねて収納 し,製 織に用いる。

 ま た,他 の近 隣の村 やム シェンゲの村の 中に は,繊 維を織職人に売 りに来 るもの も

いる。

2)製  繊

 ム シェンゲおよび他 のクバ族 グル ープの織 り作業 は,差 し掛 け小屋あ るい は木 陰の

下で行なわれ る。 この作業場(Ntuum mu Nbwoong a Mbal)と な る地面の約2メ

ー トル四方 の角には
,織 機 の枠 部(Bwoong>と な る杭 が,4本 打 ち込 まれて いる。 こ

の4本 の うち,織 作業の前面 となる位 置に,直 径 約15～20セ ンチ ・高さ40～50セ ンチ

の杭(lkwok i Bwoong)が2本 あ り,こ の下には,経 糸保持棒を止める横梁棒を填
          

めるための柄穴が,彫 り込まれてある。 残 りの2本 が後方にあり,高 さ約150セ ンチ

の雑本が打ちこまれている。そして,こ の高い杭のそれぞれの上部から,長 さ約2メ
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図4機 枠 部 と織 道 具

一 トルの棒を約35～45。 の 傾斜で,前 方に向けて立て掛 け,杭 と傾斜棒の先端 を紐で

結わ えて固定 してあ り,側 面か ら見る と三角 を形づ くったよ うに なる(図4)。

 この枠部に機道具 を取 り付 けて,織 作業 となる。 しか し,日 頃は差 し掛け小 屋の屋

根 の上 に置 き,作 業時のみ に枠部に取 り付 け られ る横梁棒2本 が ある。1本 は前面の

杭 の柄穴 に取 り付ける下部横梁棒(Nuim Kem),そ して,傾 斜棒 の先 端か ら2,30セ

ン チ吊り下 ろした紐で,括 り止め る上部横梁棒(Nkaam)で あ る。 この梁棒 は枠部の

サイズによって,長 さが200～250セ ンチ と差異 があ るものの,直 径約6,7セ ンチの

雑木 が使用 されてい る。

 そ して,製 織 に使用 され る機道具の基本 となるものは,経 糸 の開口具の単式輪状 ソ

ウコウ(Mashel),ま た通称,中 筒 と呼ぶ可動式の開口保持棒(Nkang'di),同 じ可

動式 開口保持棒 と緯糸打込具を兼 ねた刀仔(Ngohtshi Mbal),そ して,文 様用緯糸

の挿入 に使用す る可動式開 口棒(Nkang'di)な ど がある(図4)。

 この機一式Bwoong Mbalを 用 いて,製 織(abal Mbal)を 行 な うが,そ の準備作

業 として,機 に経糸を張 る作業をスター トする。

  a.経 糸 の準備

   a-1.繊 維 の下部保持棒への取 り付 け

 機 に経糸 を準備す る際,ム シェンゲでは,ま ず,経 糸を固定するための下部経糸保

持棒(Kwey a Mbal)に,ラ フ ィア繊 維を取 り付 ける。
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図5 繊維の下部保持棒への取り付け作業

 この 下部経糸保持棒 は,直 径約4～5セ ンチの ラフ ィァの主軸を,長 さ約1メ ー トル

に した もので ある。 その付属品 として,パ ル ミュラシヤシの主軸か ら得た,幅1セ ン

チ,長 さ90セ ンチ,厚 さ1ミ リ強の薄板(Mbantsy)2枚 と,こ れ らを括 り止める,

長 さ1.5メ ー トルの細い三編紐(Muan),ま た は撚紐(lkwat)が あ る(図5)。

 作 業 は,下 部経糸保持棒の左端 に薄板2枚 を括 り止 めて 固定 し,右 端 か らラフ ィア

繊維を取 り付 けてい く。乾燥 した ラフ ィア繊維の束か ら,先 ず,1本 を取 り出 し,そ

の葉先 を2本 の薄板 の下 に くぐらせ る(図5-1)。 次 に繊維部分を薄板 の間に引き

入れ(図5-2),手 前 に強 く引 く。順 次,葉 先 を整えなが ら,5,60本 の葉 を薄板に

絡 めて止め る(ashweky Mba1)(図5-3)。

 次 に,下 部経糸保持棒の左端に結んで おいた紐の残 りを保持棒にそわせ て,右 へ約

15～20セ ンチごとに巻 き止める(akaan Mbal)(図5-4)。

 そ して,保 持棒 に取 り付 けた繊維 を3,4束 に 分け,こ れを巻 き束ねて置 く。

  a-2.繊 維の糸状割り

下部経糸保持棒にラフィア繊維を取り付けると,こ のラフィア繊維を糸状に割 く作
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業 となる。

先ず,先 端が二股状棒Ikwotshy(1-/Ma-)を2本,約1メ ー トルの間隔で,地 面

に突 き立て,こ こに ラフ ィア繊維の束を止めた経糸保持棒を置 く。または坐作業の際

に使用す る,パ ル ミラ軸製の敷 物のへ りに仮止め る。 これ らはラフィア繊維を糸 に割

く際に,保 持棒 を固定することに よって,そ の作業 を容易 にす るためであろ う。

 次 に束ねておいた ラフ ィア繊維の左側の1束 をほどき,そ の左端の1本 のラフ ィア

繊維 を取 り出す。 そ して,葉 先 か ら2,30セ ンチの 位置で,テ ープ状の ラフ ィア繊

維 を細かい布 の場合には約2,3ミ リ,粗 い布用には約4,5ミ リの幅に割 いてい く

(atieng Mbal)。 この時,割 いた繊維の1本 ごとに,右 手の指 です くい,指 の間 に挾

む。小割 りが済む と,そ の右手を葉先に押 し下げ,さ らに葉柄部へ と,上 下 させ る

(abaan Piok)。1本 の葉 から8～10本 の 糸状の繊維(以 後,細 か く割 いた繊維を糸 と

図6 繊維の小割り作業
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呼ぶ)を 得る。次々と繊維を取り出しては,細 か く割 き,糸 状にする作業を繰 り返 し,

通常,親 指と人指 し指を広げた幅まで,糸 状に割 くとこれを束ねては,保 持棒にある

テープ状の繊維を割いていく(図6)。

   a-3.経 糸 の上 ・下糸の区分けと ソウコウ通 し

 繊維 を糸状にす る経糸の準備が済む と,織 作業 のために経糸を上 ・下に区分 け し,

これを交互 に操作 するための開 口具 ・ソウコウ(Mashe1)を 経 糸に取 り付 ける,ソ ゥ

コウ通 し作業(abok Mbal Mashel)と な る。

 ム シェンゲ村の ソウ コウは,既 に織作業 に使用 された緯糸(Piok yakul or Twengi)

や 細 か く割 いた ラフィフア糸 を,約2,30本 束 ねて結 び,長 さ約15セ ンチの ところで,

また結び,こ の結び 目の両端を切 り揃え,二 つ折 りに した ものであ る。 この ソウコウ

糸 の折れてで きる輪に経糸を通 してい くが,こ の房状にな ったソウコウ糸 は,織 布 の

経糸密度 によって使用す る数が異な るものの,20～30房 用意 され る。また,こ れ らの

図7 経糸の上 ・下糸の区分けとソウコウ通し作業
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ソ ウコウ糸 の房 を止 める枠木 があ り,後 述する機枠部 に経糸を張 る際に,ソ ウ コウ糸

に取り付 けられ る(図7-a)。

 作 業 は,先 ず,右 端の経糸の束を ほどき,こ れを しご く。そ して,右 端の葉先の1

枚 分の糸を たぐり出 し,他 の糸を手前に置 く。

 この,た ぐり出 した糸 か ら,ま ず,1本 を 右膝に置 き,こ れを上糸 とす る。次に,

二 つ折れ に重な ってい るソウコウ糸の,経 糸を通す箇所 の1本 ごとに左指を入 れて広

げ る。 そ して,こ の指に先 のた ぐり出 した糸1本 を導 き,ソ ウコウ糸に くぐらせ た後,

右膝下 に引きいれ,こ れを下糸 とす る。葉先の順を追 って,糸 を引 き出 しては,右 膝

上 に上糸,ソ ゥコウ糸に通 した下糸 は右膝下に と,交 互に作業を続ける。

 この経糸の区分を行 な う時,そ の長 さが足 りない糸や,細 過 ぎる糸 を取 り除 く。ま

た,一 房の ソゥコゥに は¥ !均10本 の経糸が通され る。

 ソ ウコウ通 しを終え た経糸 は,こ れを上糸,下 糸別に葉柄部分で仮括 りす る。そ し

て,こ の上 ・下糸 を一つに して左手に持ち,手 前に強 く引 く。張 られた経糸 に絡 む よう

な状態で施 して あるソウコウの結 び目を右手 に持 ち,こ れを経糸保持棒 に引 き下 ろす。

 次 に,上 糸 の束を左手,下 糸の束 を右手 に持 ち,さ ば くよ うに して両手 を広げ,そ

の区分 けをあ きらかにす る。 そ して,上 糸を束ねた仮括 りしておいた紐を ほどき,こ

れを三つ に分 けて束ね る。下糸 も同様 に して3束 にす る。

  b.機 枠 部への経糸 の取 り付 け

   b-1.下 部,横 梁棒 ・経糸保持棒 の取 り付 け

 下 部保持棒 に経糸 を取 り付 ける と,こ の経糸 を機枠部に張 る。作業 は先ず,下 部用

横梁棒(Ngeng'dy)を 枠 部の前面 とな る位 置に2メ ー トルの間隔で立つ2本 の杭の柄

穴 に入 れ,こ れを据 え付 け る。 この時,パ ル ミュラヤ シの繊維状の葉鞘(Kin)を7,

8本,約30セ ンチの長 さに揃え,そ れを結んで作 った輪(Mishuuk Bwoong Mbal)

(図4)を2本,梁 棒に通 して お く。 そ して,こ の輪を8の 字 に撚 り,で きた小 さな

輪に下 部経糸保持棒 の両端を通 して止める。

   b-2.上 部,横 梁棒 ・経糸保持棒の取 り付 け

 次 に,機 枠部の後部にあ る2本 の,高 さ約2メ ー トルの杭 と,こ れに立て掛 けた傾

斜棒 の先端 か ら,そ れぞれ吊り下 ろ した紐で上部横梁棒(Nkaam)を 結 び止め る。(図

4,図8)乙 の 梁棒の 中央か ら約3,40セ ンチの左部分に,長 さ約2メ ー トルの紐 の

残 りを梁棒 に,約10セ ン チの垂れ下 が りを つけなが ら巻 き付 けていき,右 部分で紐端

を結び止める(nuim Nkaam)。

 このい くつか の輪奈状に垂れ下 が った紐に,長 さ約1.2メ ー トル,直 経約2. 5セ ン
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図8 上部横梁棒経糸保持棒の取り付けと経糸を張る作業

チの上部経糸保持棒を通 し,こ れを下に引 くように しなが ら,左 右に揺り動かす。す

ると不揃いであった紐の長さが整い,梁 棒に対 して経糸保持棒が次第に平行となって

いく(図8-a)。

   b-3.経 糸の取り付け

 機枠部に経糸保持具の据え付けと,す でに下部経糸保持棒に取 り付けた経糸を,上

部経糸保持棒に張る作業となる。

 先ず,下 部経糸保持棒に仮り括 りしてある経糸の上 ・下糸の束の間に,可 動式開口

棒(中 筒)を 入る。次に経糸の中央部分にある,上 ・下糸の束を解き,そ れぞれの束

の中心部分から,約10本 ずつの経糸を導き出す。そ して,こ れらの経糸を引き揃えて,

経糸の先を摘まみ,緩 い撚りをかけ,こ れを上部経糸保持棒 の下を くぐらせて,強 く

引き下げる。すると下部経糸保持棒から上部経糸保持棒の間に緊張した経糸が張れ,

上部経糸保持棒を くぐらせた経糸の糸先を,こ れに巻 き絡めて仮止 め る(muci mu

Mbal)(図8-b)。

 次に,下 部経糸保持棒のの両端か ら,同 様に して約10本 の経糸を導き,そ れぞれを

上部経糸保持棒に張る。すると3カ 所から張った経糸に可動式開口棒が止った状態と

なる(図8-c)。 そして,左 端の経糸の束から順次,約10本 ずつの経糸を取 り出しては,

上部経糸保持棒にこれを止める(abok Liedi)。 この時,巻 き絡めた経糸先の余まっ

283



                        国立民族学博物館研究報告別冊 12号

た糸 は,上 部梁棒か ら張った紐 が上部経糸保持棒 に掛か った部分 に,引 き入れるよう

に して止 める。そ して,次 に張 る経糸を,先 の経糸 の余 まり糸 の上 から巻 き付 ける。

順 次,作 業 を進 め,先 に張 った 中央部分の経糸 まで くると,こ れ を解 き,糸 の緩 みを

取 り,新 きに巻 き止める。

 ま た この作業を繰 り返 し,経 糸 を張 り終え ると,上 梁棒か らの紐 を強 く引 き,経 糸

全体 の張 りを調整する(ayemi Mbal)。

   b-4.ソ ウ コウ棒(枠)の 取 り付 け

 経 糸 を張 ると,下 部保持棒 に引き下げておいたソウコウ糸 を1束 ずつ,そ の結び目

を持 って経糸の中程 まで 引きあげ る。そ して,そ の位置を揃 える(図9-a)。

 次 に,パ ル ミュラの軸 か ら作 った2本 の棒,幅 約2セ ンチの半月形に削った,長 さ

約1メ ー トルの ソウコウ棒(Lapuaph)を 用 意する。 先ず,2本 の棒 の腹の部分を合

わせて,そ の片端を長さ約2メ ー トルの紐の端で結ぶ(既 に,結 び付けた もの もあ る)。

そ して,棒 の反対側の端 を広 げ,こ こに ソウコゥ糸 の束の結 び目を出 しなが ら,挾 ん

でい く。 この結び 目が止め部分となる。そ して,ソ ウコウ糸 の間隔を調整 し,製 織作

業 に適 した位置であるかを確かめる。次に,ソ ウコウ棒の端 にあ る紐を取 り,棒 にそ

わせ,約20セ ンチ ごとに棒 に絡 めて結び止め る(akaan ikwat Lapuaph)(図9・b,c)。

図9 ソウコウ棒の取り付け作業
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   b-5.経 糸の調整と織具の点検

上下経糸保持棒に張られた経糸を製織に必要な緊張度に調整する。次に,織 具のソゥ

コウ棒を上下に揺 り動か し(ashushu Mashel),そ の操作に支障がないかを検べる。

そして,(次 項に述べる)刀 仔を可動式開口棒にそって経糸の間にいれる。 次に,可

動式開口棒を経糸から引き抜 く。しかし,刀 将によって開口している経糸の糸 口を広

げ,ソ ウコウの上部に可動式開口棒を引き入れる(図9-d)。

 可動式開口棒による上糸,ソ ウコウによる下糸 との経糸の上下糸が交互に開口する

かを検べる。そして,張 られた経糸の幅が,布 幅として充分であるかを確かめ,経 糸

の準備を終え る。

  C・ 製 織 作 業

 ム シェンゲに おける織作業(abal Mbal)は,可 動式 開口棒 と単 ソウコウを交互 に

操作 して,経 糸 を開 口(anan Mashel)さ せ,こ こに刀仔を用いて,緯 糸 となるラフ

ィア繊維 を挿入 して,布 にする。

 クバ族の刀仔 は現地名イ ショク(lshok学 名不明)と 呼ぶ固木か ら作 られ,長 さ約

1メ ー トル ・幅約3セ ンチ,ま るで ソ リの ない日本の木刀 とい った形を している。そ

の刃先に は,緯 糸を引 っか けるための切 り込み(Dish)が あ り,こ れを現地では 「目」

を意味す る言葉で呼ばれている4)(図10-a)。

 織 作業 は,先 ず経糸にある可動式開 口棒 を経糸の下部に引 き下げ,経 糸 を開 口させ

る。 この開 口部分にパル ミュラ軸を 削って作 った機草5)を 挿入す る。次に,可 動式開

口棒 を経糸の上に押 し上げる と,ソ ウコウを下げ,こ れを手 前に強 く引 く。す ると下

糸 が上糸 の前に 出,経 糸が開 口する。 ここに刀仔 を入れ,両 手で これを下部経糸保持

棒 に向 けて強 く打 ち込む(abol' Mbal)。 そ して,2本 目の機草を挿入する と開 口部を

か え,刀 仔で打 ち込む。 この2本 の機草を織 り込む と,新 たに経糸 の間隔や幅を調整

する。

 緯 糸 とな るラフィ'ア繊維 は,葉 先を束ね,細 か く糸状に割いてあ り,こ の葉先 を束

ねた紐を機枠部 とな っている斜傾棒(図4,図10・b)に 結 ぶ(iyoP itwong)。

 この緯糸 の束 か ら,1本 の緯糸 を取 り出 し,先 の刀仔の 目(切 り込 み)に 引 っ掛 け,

刀 仔 を経糸か ら引 き抜 くと,緯 糸が挿入す る(ashom'I Ngontshi)。 そ して,可 動式

開 口棒を機の上 部に戻す。順次,可 動式開 口棒 とソウコウを交互 に操作 し,緯 糸 を織

4)日 本の京都西陣には,ク バ族の刀仔と似た 「ヘラ」と呼ぶものがあり,引 箔を布に織り込む

際に,使 用する。しか し,ク バ族のように 「切り込み」に対する,特 別な呼称はない。

5)機 草(ハ タクサ)。本来は経糸を糸巻棒に巻き取る際に,糸 層の間に巻き込むものをいう。
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図10製 織作業と刀仔

り込んでい く。(こ の時,経 糸が開 口状態 にあ ることを 「女 の状態Ngaat lalat」,刀

仔 が経糸の間 に挿入 されていることを 「男の状,ER lulungjと もい う。また,刀 梓を経

糸 に打 ち込む度に,上 下部横梁棒 と,こ れ を止 めてい る柄穴 や紐 が擦れ,猿 のな き声

と似 た音をたて る。 そのため,上 部横梁棒 を雌猿Ngandy Kem,下 部 横梁棒を雄猿

Nnumy a Kemと 呼ぶ)

 約1セ ンチ余 り織 り上が ると,引 き出 した次の緯糸を経糸 の端5,6本 目の位置 に

表2 織 機 の 名 称

現 地 名 i  和 名
Bwoong a mbal 機用道具一式

A. IkWok つ く

B・Nnumy a Kem 下 部 横 梁 棒
C.Kin ク ク リ 紐

D・Kweya MbaI 下部経糸保持棒
E.Bantshi 機 草
F.Ngohtshi Mbal 刀 仔
G.Nkang'di Mashel' ソ ウ コ ウ 棒

H・Nkang'di 可動式開口棒(中 筒)
1・Nkang'di(shiing) 文様用可動式開口棒

J.Nkaam 上部経糸保持棒
K.1.iedi 紐
L・Ngandy kem 上 部 横 梁 棒

286



井関 ザ イール ・クバ族の ラフ ィア染織

写真2 製 織 作 業

通 した後,刀 仔の 目に掛 け織 り込み,さ らに,反 対の経糸端(縁)で も同 じよ うに,

織 り終えた緯糸 を経糸端5,6本 目の位 置に通 して,絡 め る(図10-c)。 この作業 は,

布 を織 り終えるまで,織 幅を一定 に保つために,約1セ ンチごとに続 け られ る。 また,

布 が織 り進むに したがい,経 糸の張 りが強 くなるため,上 部横 梁棒 に掛 け下げた紐 を,

緩 め調整 を繰 り返す(akwok'l Muan)(写 真2,表2)。

 このよ うな経 ・緯糸 が一本交互 とな る平織 が,ム シェンゲに見 られ る一般 的な織布

である。経糸本数120～250と し,ラ フィア繊維 の太 さを使 い分 けた り,緯 糸打 ち込み

数を変 え,使 用 目的に応 じた平織布(Mbal)を 作 る。(粗 い布Mbal ntuong,細 か い

布Mbal ashep'1,極 細 かい布Mbal ipone)ま た,経 糸 に色の変 化をつけて,平 織に

よる縞文様や網 代文様6,(Ishaang ntshietshi)を 織 る(図ll-a)。

 しか し,こ の平織組織の経糸 に,文 様用可動開 口棒(Nkang'di)を 別 に取 り付 け,

経 糸の一部を浮かせた紋 織(Shiing)(図11-b)が あ る。

 こ う した製織作業 は,通 常,織 幅約60セ ンチ,長 さ8,90セ ンチの大 きさの布,1

6)網 代(ア ジロ)文 様。経糸2色 を1本 交互に配 し,一 定間隔でこの配列を逆にして,繰 り返

して,整 経する。緯糸は経糸の1色 で一定間隔で平織 し,次 に他の1色 をと,交 互に織り進め

ると,網 代,ま たは籠目のような文様ができる。現地では,こ の文様をホロホロ鳥を意味する。
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図11織 操 作 と 組 織 図

枚を半 日で織 り終え る。そ して,布 は作業 の際 に職人に面 していた織表(オ リオモ テ)

が,使 用時には布裏(Mbush bu Mbal)織 裏(オ リウラ)が 布表(Bosh bu Mbal)と

な る。 これ ら布 の表 ・裏面にでた,短 かな緯糸の繊維を切 り整 える。 また,布 の両縁

(耳)(makuop'1 ma Mba1)か らはみだ した状態 の緯糸 を,3,4セ ン チの房状 に残

して,切 り揃 える。

 ま た,製 織 に使用され るラフィア糸 は,経 糸 の場合,織 り下部分(Mashin ma Mbal)

が 葉先,織 り上部分(Shosh'aMbal)が 葉 柄近 くとなり,繊 維 の生育上,自 ずか ら

織 り上 が ってい く程に,織 幅が僅 かに広 くなる。 これ は緯糸 の場合 も同様で,布 の左

右 も微妙 に幅が異な る。

 織 り終えた布 は,機 の上下にあ る経糸 部分を切 り落 し,布 の上下,そ れぞれか ら中

心に向か うよ うに して巻 き畳 んで,置 く。

 織 り作業 は男 たちによ って行 なわれ,織 られた布 は,そ の種類に よって異 な るもの

の,1枚50～200zaireで 売 られ る。また,妻 のあ る者は必ず織 った布枚数の半分 を,

妻 に与 える。
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3.布 の 仕 立 て

 ラフ ィァ 布 は,前 述 した ように約60×80セ ンチに織 られ る。 クバ族 の間で は,こ れ

を縫合 し,長 い裳布 幅約1メ ー トル,長 さ6,7メ0ト ル に仕立てる。かつて は,日

常衣 ・儀 礼衣 として使用 され たが,現 在の衣料品の変化に よっで,日 常 にラフィァ布

で仕立てた単純 な腰衣 を使用す る者は少な く,老 人た ちの間に僅 かに見かけ るのみで

ある。 しか し,王 の臨席す るダ ンスの 日,あ るい は儀礼の 日に,さ まざまな色 と刺繍

による,華 美 な ラフィア衣裳が使用 される。 また,こ れ らの衣装 は,「 晴れ着」 であ

るとともに,使 用者 の葬儀 における 「死 に装束」 となる。そのため,村 のいた る所 で

手間暇を掛 けた,仕 立 て作業を見かけることがで きる。

 その作業 は,男 女の衣装に よって,多 少異 なるもの,砧 打 ち,布 縁かが り,染 色,

刺 繍,縫 合の順 を追 って仕立て られ る。本項で は,女 た ちの作業 に従 って記述 してい

く。

  a・ 縫 いおよび刺繍糸 の準備

   a-1.糸 の 準 備

 布 の準備が整 うと,こ れを縫合 し,文 様を表現す るための,糸 の準備 を行 な う。

ラフィァの葉か ら繊維 を採 る方法について は,既 に,述 べたが,こ の乾燥 した繊維

(piok ikany)か ら,縫 い用の糸 を準備す る。

 先 ず,ラ フ ィア繊維を約2,30本,葉 先を揃えて束 ね,こ の葉先部分(Mitshuey)を,

紐で強 く巻 き括 る(akaan mitshuey Mipik)。 そ して,別 の紐 を葉先に結 び,こ れを

柱 また は立木に結ぶ。

 次 に,巻 具(Koph')の 口縁 部を口縁部を先 の ラフ ィア繊維にあて,こ れを上 か ら

下へ,強 くしごいてい く(akuul'Piok)(写 真3)。 そ して,途 中で この手 を休 あ,繊

維を手で もみ込 み(ayOu Piok),ま た,巻 具での しごき作業 を続 け,約10分 程 で ラフ

ィア繊維が しなやかになる(piok yakuul'写 真3)。(染 色はこの繊 維状態で行なわれ

る)

 柔 らか くした繊維 の束 を解 き,先 ず,繊 維を1本 ずつ,並 べてい く(aphuuP piok

aMwany)。 その1本 を取 り上げ,葉 先 に残 って いる表皮部分を取 り除 く(atey Ma-

kwom')。 次 に,こ の葉先の部分を二つに割 り(atienyl'),こ こに唾(Mashony)を つ

けて湿 す。 そ して,こ の葉先部分を腿の上にのせ,そ の上 に掌のひ らを当てて押 し出

す。すると,2本 の繊維 に撚 りがかか り,こ の手 を手前 に引 き戻す と,葉 先部分が1

                                     289



国立民族学博物館研究報告別冊 12号

写真3 繊 維を員でしごいて,柔 かくする作業

本の糸 に撚 り合せ られる(ashing Miot)。 こ の葉先の部分をゆ っ くりと持 ち上げると,

下 部分の繊維に も,軽 く撚 りがかかり(shing Mwot),こ れ を縫 い糸 や刺繍糸(Mwot

mu bwuin)と す る。

 で きあがった糸 は,そ の上下を合わせて,荒 捻 じした紐 状(amwin Miot)に し,さ

a. 

b. 

 c. 

d. 

e. 

f.

Piok ikany 

Mitshuey 

Piok 

Koph' 

Piok yakuul' 

Mwot mu Bwuin

図12縫 い糸の準備作業
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らに,こ れを束ね て三編みに してお く(alweng Miot)(図12)。

   a-2.染 色

 前 述 したよ うに,染 色作業 は繊維 が糸に され る前,あ るいは布を縫合 して,大 きな

裳布に仕 立て上げ られた後 になされ る。 クバ族の染色(ayine)は,調 査時 においては

すべての染材 が天 然素材であ った。 しか し,化 学染料 の流入 もあ る らしく,採 集 した

布の一部に これを使用 してい るもの を見た。

 「黒色Nduemy」 黒 染めには2種 類 の 植物 が 使用 され る。1種 が ンドゥ ・ルプ

(Ndu luup)(学 名不明 図13)の 葉 であ る。 もう1種 が トウダ イグサ科のAlehor一

hea 60γ4⑳伽 種 の植物Ibwobwotshi(図

14)の 葉 と,こ の 木 に な る 実(L・a/M-

bwotshi)の 外 皮であ る。 ともに低木で,

原 野,河 辺 に自生す るものを採集す る。そ

の主成分はタ ンニ ンであ る。

 集 め られた植 物か ら,先 ず,大 きな茎を

取 り除 き,軽 く水洗 い した後,木 臼に入れ

図13黒 染 め用 染 料

図14黒 染 め用 染 料

写真4 黒染め用の植物染料,2種 類を混ぜ,

    臼でつぶす作業'

291



国立民族学博物館研究報告別冊  12号

る。 これ を杵で打 ち砕 く。次 に,鉄 製の容器(Kaphans)に 水(Mash)を 入 れ,先 に

砕いた植 物を水の 中でよ くもむ(ashin)。 これを絞 り(ayam),外 に 出すと,新 しい

植物を木 白に入れ,杵 で打 ち,同 作業を繰 り返 し,必 要量の植 物を砕 く(写 真4)。

 染 色助材(媒 染)と して,昔 の鍛治屋跡(Indodi inba Ntudi)か ら掘 り出 して きた,

金 尿7)(Iyedi)を 細 か く砕 き,こ れを容 器に入れ る。 貝 で しごいた ラフ ィア繊維を用

意 し,そ の下部分か ら容器にたたむ ように していれ る。 そ して,砕 いておいた植 物の

一 部を
,上 か ら覆 うように して重ね る。 この時,ラ フィアの葉先は,液 の外に出るよ

うに してお く。 この上に,さ らに金尿 の粒,植 物,と 重ね る。

 これを陽の良 く当る場所に,夕 方 まで置 く。 (染 液は次第 に黒ずんで い く)夜,炉

(1/Ma-twuuk)の 上 に容器をか け,途 中,数 回,水 を加えなが ら朝方 まで トu火 で焚

き続け る。

 翌 朝,染 液か らラフィア繊維を取 り出 し,乾 燥 させ る。

 「黄 色Nkaanng」 黄 色染めには,茜 科のmorinda geminata種 の植 物(bwobu

Ntei)の,幹 および根 が用い られ る。 村の周辺か ら集め られた染材 をかつて は陶製壼

(Pueky)に,現 在 はアル ミニ ュウム製の鍋 に入れ る。 ここに温湯を加え,次 に,ラ フ

ィア繊維を入 れ,火 にか け,約30分 煮 沸す る。黄 色に染ま った繊 維を取 り出 し,乾 燥

す る。

図15赤 色染料 ・カムウッド

 「赤色Twol'」 赤 色染めに使 用す る染料は,マ

  メ科 の カムゥ ッド(TwoP-Baψhia nitida Afzet

' 図15)で あ る
。クバ族の居住地域に は生育せず,

 サ ンクル河 を越え た地域 か ら,ク バ族 シ ョワグ

 ル ープを経て,ム シェンゲまで運ばれて くる。

 か つて,こ れ らの地域における重要 な交易 品で

 あ った。丸太材の状態(Nte mu Twol')や,

  こ れを砕 き粉 に し,塑 像の ように固 め た もの

  (TwoP)が あ る。染色の場合 は,い ず れ も粉末

  に して使用され,そ の作業 は黄 色染 めと同 じで

 あ る。

  ま た,近 年,こ の カムウ ッドの代 用品 として,

 近 隣 のルバ(Luba)族 に よって もた らされた,

  ア メ リカ原産の 栽 培 植 物,ベ ニノキ科ベニノ

7)金 尿(カ ナクソ)。砂鉄から製鉄をする際に,で きる鉄を含んだカス。
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キ8)(Twol'te balup-Bixa orellalla L・

図16)の 種衣 を使用 して,赤 色を染め

る者 もい る。

「灰(バ ナナ)Butok」 灰 染めの材料 は,

バ ナナ(1/M・mabotの 枯 れた葉(kaash

Mabot)を 集 め,こ れを燃や して得 る

灰を用い る。容器に灰 と水を入 れ,こ

の 中で,採 集 直後の ラフィア繊維 をも

み込み,約1時 間置いた後に,乾 燥 さ

せ る。

 染 め上が った色 は,淡 いオ リーブグ

リー ンとなる。 (こ れ はラフィア繊維

に含 まれた,フ ラボノールやタ ンニン

図16赤 色染料 ・ベニノキ

色素が灰汁 のアルカ リに溶 け,ま た,灰 その ものがもつ カーボンブ ラックとが,

微 妙 に混合 した色 となったのであ ろうと思われ る。)

 また,前 述 した染料を重ねて使用 し,そ の混色を得る。例えば,黒 染めの残液

に,繊 維や布を くぐらせた後,キ ャッサバ粉でもみ込み,灰 茶色を得るなどがあ

る。

 「その他 」 染 色作業の他 に,生 成 りの繊維を加工 して,漂 白,着 色 する方法

があ る。

 白色(漂 白)の 場合は,採 集直後の繊維,そ れ も生育2,3年 とい った,若 い

ラフィアか ら採取 した葉を脱色す る。5,6枚 を 単位 と し,葉 の表皮を取 り,葉

先のみを撚る。次に,こ の繊維の束を細か くたたみ,こ れ を口の中に入 れ噛む。

途中,何 度 も口中に溜 る唾を,吐 き出す。その唾が ライ トグ リーンか ら次第 に,

白 くな ってい く。約20～30分 間 噛 み(asham'1 Piok)続 け ると,こ れを水染す る。

そ して,キ ャ ッサバ(Manut)の 白い粉(Phuph')の 中で もみ,乾 燥す る。

 茶 褐色 は繊維を,家 の 中の炉近 くに吊 り,長 い間放置 し,炉 か ら出る煙で 薫 し

て得 る。

糸の準備をすすめている間に,布 の準備 も行なわれる。

8)ベ ニ ノ キ の赤 い 種衣 に は,ビ キ シ ン(カ ロチ ノ イ ド)が あ り,ア ル カ リや 酸 に 強 い 。 チ ョコ

レー ト,マ ー ガ リ ンの着 色 材 や 染料 に使 用 され る。
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  b.布 の 準備 ・砧打ち

 ム シェンゲ村,あ るいは他の村か ら入手 され た布は,日 本の畳 表の ように,か た く,

経 緯糸がな じん でいない。そ こで,布 目をつぶ して柔 らか くし,ま た,布 面 を滑 らか

に して艶を出す,砧 打 ち(ato Mbal)作 業 を行 な う。

 作 業は布 を仕 立てる者 が自 ら行な う場合 と,こ の作業を得意とす る者に依頼す る場

合があ る。人 に依頼す る場合は,通 常,同 量の布枚数,あ るいは5枚 単位で50～100

zaireを 支 払 う。 この時,必 ず,約5リ ットルの ヤシ酒(Maan)を 添 え る。

作業は,製 織 した布(Mbal Nkanyi)を 直径約25セ ンチ ・高 さ約50セ ンチを,布 仕

上げ用の木 臼(Lolin i Mbal)(図17)に 入 れ,直 径約5,6セ ンチ ・長さ約200セ ン

チの棒状の杵(NIMi-tstuutsh mi Mbal),2本 で 突 く(ato Mbal)。 時 々,少 量の水

を加 え(atshik Mash)な が ら,約2時 間,一 定 した 強度で布を打 ち続け る(akolol'

Mbal)(図17)。

 次 に,こ の布 を木 臼か ら取 り出 し,二 つ折 りに して広げ,こ れをタテ約60セ ンチ,

図17砧 打 ちの道 具
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写真5 砧打ち作業(木 臼でついた布を木台にひろげて擦る作業)

ヨコ約30セ ンチの木製の台(kol a Mbal)の 上 に置 く。 そ して,15セ ンチ大 の包丁の

形を した石(Mbook),あ るいはホウロウ製 の小 さな蓋 などを用意 し,広 げた布 の表

面 に押 しつけなが ら,強 く擦 り(asheiem'l Mbal)(写

真5,図17),時 々,布 の位置や表裏を折 り変え,布 全体

を擦 り続け る。

 そ の後,水 洗(akutuul Mbal)す る。すると,繊 維に

付着 していた繊維素が取 れたのであろ うか,水 が汚濁す

る。そ して,布 を絞 り,軒 下で乾燥(aneng)す る。

 乾燥 した布 は,翌 日,再 度同 じ行程を繰 り返す。砧 打

ちを終えた布 は滑 らかな風合 いの布(Mbal yats)と な

る。 その後,直 径約20セ ンチ,高 さ約25セ ンチの丸太 の

固木で 作 った台(lshuuk buun a Mba1)(図18)に,

布 を広 げ,直 径約6セ ンチ,高 さ90セ ンチ余 りの棒 を杵

(Ntshiitsh mu buun Mbal)と し,こ の切 り口部分 を

布 に押 し当て るよ うに,緩 やか に布 を 打 つ(abuudul'

Mbal)。 図18砧 打ちの道具(乾 燥さ

   せた布の砧打ちに使用

   する)
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  c.刺 繍 および縫合

   c-1.布 の縁 かが り

 砧 打 ちを終え た布は,そ の縁 辺を整え,縫 いかが られ る。 そ して,裳 布の仕立てに

必要 な布量のす べての布 は,1枚 つつ,そ の縁 辺をかがってゆ く。

 先 ず,布 の縁辺か らでている糸をハサ ミで切 り落す(abatl' Mashashel')。 そ して,

四方 の縁辺 を約1セ ンチ幅に折 り,こ れを指で しごいて折 シワをつ け,さ らに三つ折

り(amuunyi Mbal)に す る。 この時,隣 合 う2辺 は表に,他 の向かい合 う2辺 は裏

に折 るよ うにす る。

 次 いで,、この三つの折 り部分を粗 い平縫い(abok Lapiok)で 仮 縫いす る。 この時,

針(Ndwoong)の 穴 に通す縫い糸 は,そ の糸の先,約2,3セ ン チで折 り返 し,縫 い

糸 に撚 り絡 らめて止め る。

 そ して,三 つ折 り した布の部分 と,地 とな る布 の重なった部分を上に して折 り,し

ごいて折 りシワをつけ る。次に,パ ル ミュラ軸製 の長 さ約60セ ンチ,幅 約1セ ンチ,

そ の両先端を 削つて尖 らせた伸子張(labantshy la Liedy/Nbantshy i Ntshiedy)を,

布 の1辺 の両端に刺 して,布 を張 る(写 真6)。 その布端 からフランス刺繍の ボタ ン

ホール ・Sと い う技法 に似た,縫 いかがり(atuum Maphel')を 行 ない,布 の四方の

縁辺 をかが る。

 裳 布に必要な布量の すべての布が,1枚 ずつ,縁 辺がかが られ た後に,縫 合 し,刺

繍 される。

写真6 伸子を使った布の縁かがり作業。仮縫
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図19布 かがり作業の行程

   c-2.刺 繍

 縁 かが りを終えた布 は,そ の布 にさま ざまな色糸 と刺繍(atuum Bwuin)技 法 に よ

って,ク バ族 独特の文様を表現する。

 作業 は,先 ず,縁 かが りの 終えた布 の1辺 に,別 の大 きな あ て 布(Mbwon mu

Bwuin)を 縫 い付 ける。 この布 は,刺 繍作業の際に,仕 上げるべ き布に適度な重 りと

な って,張 りをあたえ,作 業 が容易 となる。また,作 業 を していない時の布(Bwdin

bua bet'm a Mbwon)の 覆 いと もなるものであ る(写 真7,図21)。

 刺 繍作業の際,見 習い中の者は,時 に下図(ashol'Bwuin)を 描 くもの もいるが,

一 般 的には
,布 に各人 が知 る文様を直接,刺 して い く。調査の際に観察 した技法 は8

種 類であ り(図20),刺 繍 技術 としては簡単な ものが多 い。 しか し,古 い布 や村の僅

か な女性の間に伝 えられ る技法,ミ シンミバル(mishing Mibal)な どの ように,複

雑 な技法 もあ る。また,通 常の縫 い糸 は片撚糸を使用す るが,特 別 な刺繍の際には,

双 糸の強撚糸(asing Miot>を を 使 う9)。

9)片 撚糸,双(諸)撚 糸。繊維を引き揃えて撚りを加える際,1本 のみのものを片撚糸。2本

を引きそろえ,片 撚りの時と同じ方向に撚りをかけた後,こ れを逆の方向にかけ合わせたもの

を双糸という。
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写真7

 刺繍作業。ランバット

 技法による刺繍,手 前

 に広げられているのが

 あて布。その上に縫い

 糸 とナイフがある

図20ム シェンゲ村における刺繍技法
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図21切 り嵌め刺繍の作業行程
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 女 た ちが仕立て る裳布(Maphe1)の 中 で,も っとも多 く見かける刺繍が,日 本で

言 う切 り嵌 め刺繍,通 称,ア ップ リケであ る。現地では 「つぎあて(abok Ntshuon)」

を 意味 し,こ れ は本来,砧 打 ち作業の際にで きた,布 の痛みや破 れを補修す るための

技術であ った,と 思われ る(図21)。

 切 嵌刺繍の作業 は,先 ず,別 に用意 した布 か ら,小 片 を切 り取 る(abata'1 Ntshuon)。

そ して,こ の小片の布縁,約4,5ミ リを折 る(amuin Ntshuon)。 次 に,こ れ らの

小片を地 とな る布 の上に,そ の位置を考えなが ら置 き(Ntshiwon i tet),ラ フ ィア糸

で仮止める(aloug'Ntshuon)と,さ らに,小 片の縁 にそ って,仮 縫 いす る。 そ し

て,こ の小片 と地布 の重 なった縁をつまみ上 げて折 り,か が り縫 い(図19,20atuum

Maphel)す る。

 このよ うな刺繍作業 と縫合 を繰 り返 し,長 さ約7メ ー トル,幅 約1メ ー トルの裳布

等に仕 立て上げ る。

   c-3.文 様

 裳布 を含む,ク バ族 の文様 は,彼 らを取 り巻 く,自 然か ら得たモチーフ,あ るいは

籠などの網技術か らヒン トを得た,と 思われる幾何文様か らな る。 この文様群につ い

ては,既 に,多 くの研究が なされ,中 でもJ.コ ル ネ著 「Art Re2al Kuba」,第5章 に

詳 しく報告 されてい る[CORNET l 982]。 そ のため,本 項で は女性用裳布 に使用さ

れ る切嵌 め刺繍の文様について,触 れ ることにす る。

 前 述 したように,切 嵌め刺繍 は,本 来 「つぎあ て」か ら考え出 された ものである。

写真8 切り嵌め刺繍をほどこされた女性用裳布
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図22切 り嵌め刺繍に見 られる紋様

他の裳布や工芸にみる文様が,整 然とした幾何文様であるのに対して,そ の作業上か

ら崩れた幾何文様,つ まり,表 現される線が丸味をおびたものとなる。

 尚,名 称については,刺 繍技術にたけた王宮(Dwengy)女 たちの呼称を表記する

(図22)。

a・Nshi na Mboま た はMpe ナ イ フ,斧

b. Lapuontshi            ?

c.Ikuun i woot,     眠 るWoot(人 名)

d.Nshi namna        ナ イ フ

e・IIO a lUengy丸

f' Ikweepy         長 持

9.Lass/Kas         意 味 不明

h.Luon kakiek       小 さ い矩形

i・Luon lanen      大 きい矩形

j・Buwat舟

k・Ikuun i Woot yatshik   丸 と四角

        ilueng a leeng

1・ Ngwon            月
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m・Ikuong bankut      Nkutu族 の 槍

n.Yaas ikieng        斧 が半分に折れた もの

o・Pisalaam         意 味 不明(一 纒 めの刺繍)

p・Pisalaam         意 味 不明

q.Mish ma Mbo mipey   2本 の ナイフ

r.Muedi         星

4.結 び に

 以 上,ク バ族 ・ブ ションググル ープにおける,ラ フィア染織布の製作技法 を,そ の

行程 を追 って報告 した。 しか しなが ら,そ の製作行程が多岐にわ たるため,調 査 目的

の 「垂直機 」の製織技術を主 と して記述 し,他 の行程について は,こ れ までに報告 さ

れた資料 との重復 をで きるだ けさけ ることに した。

 ま た,今 回の調査 は極 めて概括的な予備調査にすぎないた め,ク バ族の ラフィア衣

装については,彼 らの社会生活 において,「 晴 れ着」「死 に装束」の他に,ど の ような

位置を示す存在 であ るの か,ま たカム ウッドの交易などにみ られ る,染 織素材 に関わ

る社会 的背景 につ いて も,そ の調査に着手 したばか りである。 そのため,報 告の段 階

にいたっていない。

 しか し,こ れ らは クバ族の染織技術を探 る上で,最 も重要 な 問題 点 とな る。 例え

ば,調 査 中に王 の母(Inanyimi)よ り,筆 者 に ラフ ィア布 に包 まれた贈 り物が届 けら

れた。 村 では この包布 に 「お返 し(Nkukun)の 布 」 を入れて,王 家に戻す習慣 があ

る。(Nkukunは 本 来,王 の奴隷(Basho ba nym)の 中か ら,王 族 の葬礼の際に,そ

の伴葬 に選 ばれたものを意味 した という)そ して,王 家には,仕 立屋(Binn)が5,

6人 か かえ られ,彼 らを監督指導する 「王の仕 立屋(Nyimbiin Muedi)」 が い るに も

かかわ らず,「 王の織師」の存在がない。す ると,王 家で使用す る布 は,何 処で 織 ら

れ るのか。何故,王 家 に織師が存在 しないのか。 とい ったことか ら,村 々か ら王への

貢 物(Bunyimi)の 一 つ と しての,布 の重要 な存在が浮かび上 が って きた。 また,刺

繍に最 もた けるというの も,他 のクバ族 グループか ら嫁いできた王の妻た ちであ る。

 この,何 故,王 家 に織 師が存在 しないの か,と い う問題 は,ブ ションググルー プの

織技術,あ るいはクバ族 その ものの,「 織布の存在」 につ いて,考 えてみ る必要があ

ると思わ れる。

 このよ うな新 たな疑 問を結 びにかえたい。
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